
獣医療提供体制に関する
都道府県計画の中間とりまとめ
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資料２



中間とりまとめに関するアンケート

質問事項

Q.目標人数
及び現状人数

定量評価 定性評価

Q.労働時間
及び労働割合

Q.困難事例（地域）
の有無Q.その要因

Q.現状の対応
Q.今後の対応

獣医療法に基づき、令和12年度を目標に
各都道府県が獣医療提供体制の整備計画を策定
中間地点となる令和６年度までの状況を調査するため、
都道府県に対しアンケートを実施（令和６年11月～令和７年１月）

●

●

※ 以降のスライドは都道府県からの回答に基づき作成
※ 「困難事例」の捉え方など、各都道府県より判断基準は異なる
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産業動物臨床獣医師の状況
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各県における診療困難地域（緑塗りが困難地域）

中山間地
診療所の
遠方地

中山間地

与那国島

福島

栃木

茨城

千葉神奈川高知

福岡

京都

石川

群馬 青森

16/45

臨床

（未回答２都県）
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獣医師の人数、労働時間・割合

１日の労働時間
平時：8時間23分 緊急時：10時間６分

１日の労働割合
移動2.9割、診療3.5割、指導1.2割、

事務2.0割、その他1.2割

※ 単純平均なので足して10にはならない

３割が移動、２割が事務作業と診療効率が低い状態

臨床

平時でも全国平均で約40分超勤している

目標4,330人に対し、現状では313人（約７%）少ない

目標と現状の人数差
(R12年度) (R6年4月時点)

(7時間45分～12時間) (10時間～12時間)
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困難事例とその原因（困難地域がある県は16）

主な回答

臨床

急患対応が難しい（7）

困難事例

通報や治療が遅れた結果、セリ出荷などに影響が出た（1）

●

●

高頻度での往診不可または受け入れ困難（7）

●

管内農家廃業により診療所定員、日直人数を減らした(1）

その原因

診療効率低下により収支が圧迫され、獣医師増員が困難(1)
応募者不足による採用困難（3）

●
●

●

離職増加（4）

農家の点在化が進み、診療効率低下（13）

●
●
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往診距離⇧診療効率⇩

獣医師の雇止め

遠隔地の診療⇩

臨床

獣医師の採用⇩ ・離職⇧

急患対応困難 伝染病発生リスク⇧
経済活動への影響⇧

困難事例とその原因（困難地域がある県は16）

回答を整理すると

採算⇩
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往診距離⇧診療効率⇩

獣医師の雇止め

遠隔地の診療⇩

臨床

獣医師の採用⇩ ・離職⇧

急患対応困難 伝染病発生リスク⇧
経済活動への影響⇧

困難事例とその原因（困難地域がある県は16）

採算⇩遠隔診療の導入等による
診療・業務効率の改善

他のプレイヤーの参入
（家保、県外獣医師、

退職獣医師、小動物獣医師など）

急患対応縮小・休診日設定について農家の理解醸成

新たな収益構造の
構築、値上げ

人件費を市町等が補助リクルート強化

※ 都道府県からの回答を模式化
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家畜衛生公務員獣医師の状況
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家畜衛生公務員体制整備に困難を抱える県 公務員

40/45

都市部を除き、
ほぼ全ての地域で
体制整備に困難を
抱えている

（未回答２都県）

未回答

困難有り

困難なし

東京、三重

神奈川、滋賀、大阪、
兵庫、広島
その他
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１日の労働時間

(7時間45分～9時間30分)
緊急時：10時間50分

１日の労働割合
移動2.7割、検査3.5割、指導1.9割、

事務2.5割、その他1.2割
※ 単純平均なので足して10にはならない

公務員

目標2,265人に対し、現状では314人（約14%）少ない

目標と現状の人数差
(R12年度) (R6年4月時点)

平時でも全国平均で30分超勤している

平時：8時間15分
(9時間12分～15時間)

獣医師の人数、労働時間・割合
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公務員困難事例とその原因（困難地域がある県は40）

主な回答

地域ニーズに応える生産性向上に関する業務や
病性鑑定業務を縮小した（15）

困難事例

生産振興の業務を縮小した結果、仕事の魅力、
やりがいが減少した（４）

●

●

離職増加・採用減少により人員が不足した（34）

その原因

家畜伝染病発生予防対策やまん延防止対策等の業務が、
平成30年以前と比べて大幅に増加した（13）

対前年比で一人当たりの残業時間が3割、
休日当番日数が0.5日増加した（18）

●

（）は同旨の回答数

●

●
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伝染病規制関係の業務⇧

1人当たりの業務量⇧

人員⇩

採用⇩ 離職⇧

振興業務⇩

公務員

やりがい⇩

困難事例とその原因（困難地域がある県は40）

回答を整理すると
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伝染病規制関係の業務⇧

1人当たりの業務量⇧

人員⇩

採用⇩ 離職⇧

振興業務⇩
待遇改善

(手当など)

リクルート強化

電子化などによ
る業務効率化

研修充実

農水に業務の取捨選択・
効率化を要望

現状・今後の対処方法（困難地域がある県は40） 公務員

やりがい⇩

獣医師以外で代替

その他の有効な
取組はあるか？

※ 都道府県からの回答を模式化
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